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夏だ！今年もみんなと 
   子どもおぢばがえりだ！                     

☆
支
部
行
事
の
お
知
ら
せ 

・支
部
幹
事
会 

七
月
九
日
（日
）午
後
六
時
～
都
南
に
て 

・教
区
ひ
の
き
し
ん
（七
月
五
日
（水
） 

当
番
は
本
品
組
で
す
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す  

 
 

 
 

・在
宅
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き
し
ん 

・支
部
例
会 

 
 

 
 

七
月
は
成
東
分
教
会
で
す
が
、
場
所
の
都
合
上 

 
 

 

千
葉
分
教
会
に
移
動
し
て
の
例
会
と
な
り
ま
す 

 
 

 

今
回
は
、
移
動
が
伴
い
ま
す
の
で
幹
事
の
方
と 

 
 

 

教
会
長
で
行
い
ま
す
。
次
回
八
月
豊
英
で
の
ご
参
加
を 

 
 

 

お
待
ち
し
て
い
ま
す 

 
 

 

（詳
細
は
二
頁
参
照
） 

時
報
手
配
り
七
月
予
定 

・神
名
流
し 

七
月
一
日
（土
）午
前
十
時
～ 

  

場
所 

大
井
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー 

 
 

 
 

  

☆
教
務
支
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・教
区
・支
部
情
報
ネ
ッ
ト 

 

神
名
流
し
（大
井
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
て
） 

婦
人
会
だ
よ
り 

 
 

 今年も例年通り、七月二十六日から八月四日までの日程です。 
とにかく、遊ぶ、遊ぶ、遊ぶ・・・・ 楽しく過ごしている姿を親神様, 
おやさまにご覧いただき、お喜びいただきましょう。 
支部主催の団体は有ませんが、支部内の教会からいくつも、 
団体が出ています、初めての方でもきっと歓迎してくれますよ。 
お子さんだけでも安心して預けられます。情報は近くの教会で 

七
月
二
十
八
日
（金
）午
前
十
時
～ 

 
 

 
  

 
六
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
「
母
親
講

座
担
当
者
勉
強
会
」
好
評
で
し
た
の
で

Ｃ
Ｄ
を
各
教
会
に
配
布
致
し
ま
す 

 
 

講
演 
本
部
委
員
久
保
初
美
先
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

麹
町
支
部
長) 

 
 

 

五
月
三
十
一
日
の
委
員
部
長
講
習
会

は
四
百
二
十
名
の
参
加
あ
り
ま
し
た 

 
 

（
品
川
支
部
か
ら
は
、
6
名
参
加 

 
 

 
 

頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
） 

 

 

教
区
・支
部
の
情
報
ネ
ッ
ト
が
本
部
の 

「天
理
教
Ｈ
Ｐ 

信
仰
し
て
い
る
方
へ
」上
で
「教
区
・

支
部
情
報
ネ
ッ
ト
」を
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

 

品
川
支
部
で
は
、
毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
こ
の
支
部

報
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
各

教
会
の
「元
一
日
」を
始
め
、
閲
覧
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。  

 

 

殆
ど
毎
月
一
日
に
神
名
流
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
見
た
ら
避
け
ず
、
声
を
掛

け
て
上
げ
て
下
さ
い
、
参
加
も
歓
迎 

楽しいピッキーランド 

日本一の 
  マーチングバンド 

おやさとパレード 
      スタートです 



 
 

 
 

教
会
紹
介 

 

日
本
橋
大
教
会
初
代
会
長
の
入
信

は
、
明
治
十
九
年
十
一
月
で
あ
る
。

当
時
、
日
本
橋
に
て
魚
問
屋
を
し
て

い
た
中
臺
勘
蔵
は
、
重
症
神
経
痛
、

慢
性
胃
腸
病
を
患
い
、
ご
利
益
が
あ

る
と
評
判
の
神
様
仏
様
な
ら
ど
こ
に

で
も
話
を
聞
き
に
行
き
、
自
宅
に

祭
った
り
し
て
い
た
。 

そ
ん
な
折
、
本
当
に
ご
利
益
が
あ
る

神
様
が
あ
る
と
聞
き
及
ん
で
、
歩
行

も
不
自
由
な
中
、
人
力
車
を
仕
立

て
、
後
の
東
大
教
会
上
原
佐
助
先
生

を
訪
ね
た
。
「か
し
も
の
・か
り
も
の
」

等
の
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
く
と
、
「こ

れ
は
本
物
の
神
様
だ
、
心
か
ら
得
心

が
出
来
た
」と
、
帰
り
に
は
す
っか
り

痛
み
も
な
く
な
り
、
人
力
車
を
帰
し
、

自
ら
の
足
で
歩
い
て
帰
ら
れ
た
。 

こ
こ
に
日
本
橋
の
元
一
日
が
あ
る
。 

 
 

身
上
御
守
護
頂
い
た
喜
び
で 

「皆
ん
な
も
な
ァ 

苦
し
い
こ
と
が 

あ
った
り
、
困
った
り
し
た
時
は
、 

成
程
と
思
う
よ
う
に
な
って
い
る

も
の
で
あ
る
。 

 
 

 

現
在
の
大
教
会
の
姿
に
な
った
の

は
、
五
代
、
六
代
会
長
時
代
の
苦

労
で
あ
った
。 

終
戦
直
後
の
復
興
に
始
ま
り
、
神

殿
が
四
回
、
会
長
宅
が
二
回
、
食

堂
棟
が
三
回
、
教
職
舎
（住
込
者

の
住
居
）四
棟
が
二
回
の
建
直
し
。

さ
ら
に
六
代
会
長
は
、
詰
所
の
移

転
建
築
、
信
者
会
館
の
建
直
し
、

又
、
東
京
教
務
支
庁
の
事
務
所

棟
及
び
新
館
の
建
築
に
携
わ
り
、

ま
る
で
二
代
に
わ
た
って
土
建
屋

の
様
な
姿
で
あ
った
。 

 
 

 

私
で
七
代
会
長
に
な
り
ま
す
が
、

歴
代
の
真
っ直
ぐ
で
、
情
熱
あ
る

実
行
力
の
伴
った
信
仰
を
種
と
し

て
、
本
部
の
御
用
に
、
部
内
の
丹

精
に
、
又
教
区
の
活
動
に
、
更
に

し
っか
り
伏
せ
込
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

    

こ
の
神
さ
ん
に
お
願
い
し
な
、 

き
っと
助
け
て
も
ら
え
る
。
こ
の
俺

が
い
い
手
本
じ
ゃ
な
い
か
」
と 

自
分
の
体
験
と
、
か
り
も
の
の
体
で

あ
る
事
の
素
晴
ら
し
さ
を
喜
び
と

共
に
皆
に
伝
え
て
布
教
を
し
た
。

「中
臺
さ
ん
の
信
じ
る
神
さ
ん
な

ら
」
と
驚
く
べ
き
速
さ
で
多
く
の
方

に 

に
を
い
が
掛
か
り
明
治
二
十

二
年
に
日
本
橋
本
小
田
原
町
に
て

日
本
橋
講
社
の
設
立
と
な
った 

 

教
会
本
部
が
東
京
で
設
置
さ
れ

る
時
の
事
情
に
お
役
に
立
て
て
頂
い

た
の
は
、
そ
の
前
年
の
事
で
あ
る
。 

こ
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「教
祖
物

語
」の
「ま
る
ご
と
の
お
そ
な
え
」に

も
あ
る
の
で
割
愛
さ
せ
て
頂
く
。 

 

明
治
二
十
四
年
四
月
に
「中
台

勘
蔵
身
上
願
い
」の
「お
さ
し
づ
」を

頂
い
た
。 

「元
一
つ
の
理
運
ぶ
処
は 

十
分
の
理
受
け
取
り
、 

今
一
時
ど
う
い
う
事
情
と
思
う
処
、

元
々
成
ら
ん
処
を
治
し
た
処
。 

始
め 

〱 

〱 

一
つ
の
事
情
」 

こ
れ
は
す
な
わ
ち
親
神
様
が
日
本

橋
支
教
会
を
引
直
し
、
当
時
の
東

分
教
会
よ
り
分
離
さ
せ
、
新
教
会

に
さ
せ
よ
う
と
の
意
で
あ
った
、 

一
教
会
か
ら
教
会
を
分
離
独
立
し

た
と
い
う
本
教
に
お
け
る
初
め
て
の

事
情
で
あ
った
。 

や
が
て
明
治
二
十
七
年
に
至
って 

そ
れ
は
実
現
の
運
び
と
な
り
、 

明
治
三
十
年
十
一
月
に
日
本
橋
本

田
原
町
か
ら
神
田
錦
町
に
移
転
し

た
。
こ
の
時
の
神
殿
は
後
の
神
殿
造

り
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
と
言

わ
れ
る
。 

 

そ
の
後
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大

震
災
で
教
会
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
る
事
と
な
る
。
そ
の
復
興
を
す
る

上
で
、
今
の
場
所
で
は
狭
い
し
、
喧

し
い
と
い
う
事
で
、
も
っと
静
か
で
広

い
場
所
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
、

神
田
の
土
地
は
本
部
へ
御
供
し
て
現

在
の
池
田
山
の
地
に
移
転
を
し
て
き

た
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
初
代
会
長
の
蒔
い
た
種

は
、
「み
か
ぐ
ら
う
た
」に
あ
る
「ま
い

た
た
ね
は
み
な
は
え
る
」と
い
う
教
え
、

又
「お
さ
し
づ
」の
「一
旦
蒔
い
た
る

種
は
、
ど
う
で
も
こ
う
で
も
生
や
さ

に
ゃ
な
ら
ん
、
生
え
ん
と
い
う
理
は

無
い
」 

 
 

 
 

（
明
治
二
四
年
一
月
二
八
日
） 

と
教
え
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、 

見
た
目
に
は
何
故
と
思
う
時
が
あ

る
で
あ
ろ
う
が
、
長
い
目
で
見
る
と
。 
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